
国
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境
きょう

を越
こ

えて
移

い

動
どう

する
子

こ

どもたちの教
きょう

育
いく

保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

さんに
知

し

っておいてもらいたいこと

公
こう

益
えき

財
ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

新
にい

潟
がた

県
けん

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

ハンド
ブック

はんどぶっく



　令
れい

和
わ

2年
ねん

6月
がつ

の法
ほうむしょう

務省在
ざいりゅう

留外
がいこくじん

国人統
とうけい

計によると、日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

の在
ざいりゅう

留外
がい

国
こく

人
じん

数
すう

は288万
まん

5,904人
にん

で、日
に

本
ほん

の総
そう

人
じん

口
こう

に対
たい

する割
わり

合
あい

は、約
やく

2.3％、つまり100人
にん

に2
ふたり

人は外
がい

国
こく

人
じん

とい

うことになります。

　一
いっ

方
ぽう

、新
にい

潟
がた

県
けん

の在
ざいりゅう

留外
がい

国
こく

人
じん

数
すう

は1万
まん

8,309人
にん

で、全
ぜん

県
けん

民
みん

の約
やく

0.8％（令
れい

和
わ

2年
ねん

6月
がつ

現
げん

在
ざい

法
ほうむしょう

務省在
ざいりゅう

留外
がい

国
こく

人
じん

統
とう

計
けい

より）です。また、県
けん

内
ない

の公
こう

立
りつ

学
がっ

校
こう

には、国
こく

籍
せき

を問
と

わず、日
に

本
ほん

語
ご

指
し

導
どう

が必
ひつ

要
よう

な児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

が224名
めい

（文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

「日
に

本
ほん

語
ご

指
し

導
どう

が必
ひつ

要
よう

な児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の受
うけ

入
いれ

状
じょうきょう

況等
とう

に関
かん

する調
ちょう

査
さ

（平
へい

成
せい

30年
ねん

度
ど

）」より）在
ざい

籍
せき

しています。全
ぜん

国
こく

に比
くら

べて、新
にい

潟
がた

県
けん

は

外
がい

国
こく

人
じん

が多
おお

い地
ち

域
いき

とは言
い

えませんが、外
がい

国
こく

からいらっしゃった方
かた

々
がた

にとって、日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

は、日
ひ

々
び

、困
こん

難
なん

の連
れん

続
ぞく

だと思います。

　このハ
は ん ど ぶ っ く

ンドブックは、「国
こっ

境
きょう

を越
こ

えて移
い

動
どう

する子
こ

どもたちの教
きょう

育
いく

～保
ほ

護
ご

者
しゃ

の皆
みな

さん、支
し

援
えん

者
しゃ

の皆
みな

さんに知
し

っておいてもらいたいこと」本
ほん

編
ぺん

（現
げん

在
ざい

は日
に

本
ほん

語
ご

版
ばん

のみ）から抜
ばっ

粋
すい

したも

ので、特
とく

に、日
に

本
ほん

で生
せい

活
かつ

をしていて、これから母
ぼ

国
こく

からお子
こ

さんを呼
よ

び寄
よ

せようと考
かんが

えている

お父
とう

さんやお母
かあ

さん、また、すでに家
か

族
ぞく

で日
に

本
ほん

に移
うつ

り住
す

んでいる方
かた

々
がた

やその支
し

援
えん

者
しゃ

の皆
みな

さ

んに向
む

けて、日
に

本
ほん

でお子
こ

さんを育
そだ

てていくうえで知
し

っておいていただきたい子
こ

どものことば

や日
に

本
ほん

での教
きょう

育
いく

などについてまとめました。いつも手
て

元
もと

に置
お

いて、迷
まよ

ったり疑
ぎ

問
もん

に感
かん

じたり

したときに開
ひら

いていただけたら幸
さいわ

いです。

　なお、本
ほん

編
ぺん

では、子
こ

どものことばの発
はっ

達
たつ

や各
かく

年
ねん

代
だい

ごとに起
お

こりやすい問
もん

題
だい

などをより詳
くわ

し

くご説
せつ

明
めい

していますので、ぜひお手
て

に取
と

ってみてください。

令
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潟
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県
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国
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際
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会
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目
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（1） 保
ほ

護
ご

者
しゃ

の役
やく

割
わり

　慣
な

れない外
がい

国
こく

での生
せい

活
かつ

は、大
おとな

人でも大
たい

変
へん

です。多
おお

くの場
ば

合
あい

、子
こ

どもにとっては、慣
な

れ親
した

しんだ環
かんきょう

境や友
とも

だ

ちから離
はな

れ、新
あたら

しい生
せい

活
かつ

を送
おく

ることに不
ふ

安
あん

を感
かん

じてしまうものです。親
おや

が第
だい

一
いち

にすべきことは、子
こ

どもの不
ふ

安
あん

感
かん

や喪
そう

失
しつ

感
かん

の原
げん

因
いん

が、子
こ

ども自
じ

身
しん

の問
もん

題
だい

でおこったことではなく、あくまで大
おと

人
な

の都
つ

合
ごう

で生
しょう

じたことだと自
じ

覚
かく

す

ることだと思
おも

います。もちろん、子
こ

どものためにより良
よ

い環
かんきょう

境を、と考
かんが

えて日
に

本
ほん

に来
く

ることを選
せん

択
たく

した人
ひと

もいると

思
おも

います。子
こ

どもは、親
おや

と一
いっ

緒
しょ

に暮
く

らしたほうが幸
しあわ

せだという考
かんが

えもあるでしょう。しかし、親
おや

の目
め

で見
み

た「より良
よ

い環
かんきょう

境」を、子
こ

どもが同
おな

じレベルで理
り

解
かい

できるとは限
かぎ

りません。国
こく

内
ない

で学
がっ

校
こう

が変
か

わるだけでも子
こ

どもにはス
す と れ

トレ

ス
す

になるのに、外
がい

国
こく

へ、しかも言
こと

葉
ば

も通
つう

じないところへ行
い

かなければならない、ということがどんなに大
たい

変
へん

なこと

か、十
じゅうぶん

分理
り

解
かい

してほしいと思
おも

います。

　子
こ

どもの適
てき

応
おう

能
のう

力
りょく

は、たいてい大
おとな

人より高
たか

いので、家
か

庭
てい

で子
こ

どもが安
あん

心
しん

できる環
かんきょう

境を作
つく

って、日
に

本
ほん

での苦
く

労
ろう

に対
たい

するねぎらいの言
こと

葉
ば

をたくさんかけてあげると、より早
はや

く日
に

本
ほん

の

生
せい

活
かつ

に慣
な

れるでしょう。「わたしも大
たい

変
へん

だから一
いっ

緒
しょ

にがんばろうね」とか、

「あなたのほうが若
わか

い分
ぶん

、覚
おぼ

えるのがきっと早
はや

いから、ぜひ、教
おし

えてね」

などの励
はげ

ましを心
こころ

がけましょう。

　また、母
ぼ

語
ご

（幼
おさな

い時
とき

から自
し

然
ぜん

に使
つか

っていることば）を忘
わす

れないように、

母
ぼ

国
こく

からできるだけたくさん本
ほん

を持
も

ってきてください。特
とく

に学
がっ

校
こう

で使
つか

って

いた教
きょうかしょ

科書や参
さん

考
こう

書
しょ

を持
も

って来
く

れば、日
に

本
ほん

語
ご

で授
じゅぎょう

業を理
り

解
かい

できるよう

になるまでの勉
べんきょう

強の助
たす

けになるでしょう。

（2） 子
こ

どものことばについて

　意
い

外
がい

に思
おも

われるかもしれませんが、日
に

本
ほん

語
ご

を覚
おぼ

えるた

めに母
ぼ

語
ご

を使
つか

わせないようにすることは、逆
ぎゃく

効
こう

果
か

です。

特
とく

に小
しょうがっこう

学校低
てい

学
がく

年
ねん

のお子
こ

さんは、まだ十
じゅう

分
ぶん

に母
ぼ

語
ご

が

完
かん

成
せい

していませんから、将
しょう

来
らい

、日
に

本
ほん

語
ご

で勉
べん

強
きょう

していくた

めにも、十
じゅうぶん

分に母
ぼ

語
ご

に触
ふ

れて、たくさんの言
こと

葉
ば

や概
がい

念
ねん

を覚
おぼ

える必
ひつ

要
よう

があります。第
だい

2言
げん

語
ご

の発
はっ

達
たつ

は、母
ぼ

語
ご

の発
はっ

達
たつ

の上
うえ

に成
な

り立
た

っています。母
ぼ

語
ご

が確
かく

立
りつ

すれば、第
だい

2言
げん

語
ご

の発
はっ

達
たつ

も促
そく

進
しん

されますから、お父
とう

さんとは日
に

本
ほん

語
ご

で、お母
かあ

さんとは母
ぼ

語
ご

でというように、両
りょう

方
ほう

の言
げん

語
ご

でコ
こ

ミ
み ゅ に け ー し ょ ん

ュニケーションが取
と

れるようにしておくとよいでしょう。また、2つ以
い

上
じょう

の言
げん

語
ご

を同
どう

時
じ

に覚
おぼ

えていく場
ば

合
あい

には時
じ

間
かん

もかかりますので、言
こと

葉
ば

の習
しゅうとく

得が遅
おく

れるのは仕
し

方
かた

のないことです。

　また、日
に

本
ほん

人
じん

は自
じ

分
ぶん

と違
ちが

う発
はつ

音
おん

を聞
き

いて、笑
わら

うことがあります。多
おお

くの場
ば

合
あい

、笑
わら

った方
ほう

に悪
わる

気
ぎ

はなく、意
い

外
がい

な

違
ちが

いが面
おも

白
しろ

くて笑
わら

うのです。しかし、笑
わら

われた方
ほう

にとっては、とても嫌
いや

な気
き

持
も

ちになります。事
じ

前
ぜん

に学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に、他
ほか

の子
こ

どもたちへ一
ひと

言
こと

注
ちゅうい

意してもらえるよう話
はな

してみるのもいいでしょう。また、親
おや

は、最
さい

初
しょ

から悪
あく

意
い

がある

と決
き

めつけてしまう前
まえ

に、まずは、お子
こ

さんの心
こころ

の傷
きず

をフ
ふ ぉ ろ ー

ォローしてあげてください。お子
こ

さんが日
に

本
ほん

語
ご

を話
はな

そう

と頑
がん

張
ば

っていたことをほめて、「それなのに、笑
わら

うなんてひどいよね」と共
きょうかん

感を示
しめ

した上
うえ

で、「でも、笑
わら

う人だけで

はなく、あなたが日
に

本
ほん

語
ご

を話
はな

そうとしてうれしいと思
おも

っている人
ひと

もいるよ」と伝
つた

えてほしいと思
おも

います。そして、言
こと

葉
ば

を笑
わら

われたのは、決
けっ

して馬
ば

鹿
か

にされたわけではないと説
せつ

明
めい

してあげてください。その一
いっ

方
ぽう

で、子
こ

どもの前
まえ

で、

先
せん

生
せい

にしっかりと、子
こ

どもが嫌
いや

な思
おも

いをしたことを伝
つた

えるのもいいでしょう。親
おや

はいつも自
じ

分
ぶん

の味
み

方
かた

で、ちゃんと

フ
ふ ぉ

ォロ
ろ ー

ーしてくれている、ということが子
こ

どもに分
わ

かることが大
だい

事
じ

です。

　また、上
じょう

手
ず

に話
はな

せるようになるまでは、じっと黙
だま

って聞
き

いているだけの用
よう

心
じん

深
ぶか

いお子
こ

さんもいます。仲
なか

のいい

友
とも

だちがいるところでだけ日
に

本
ほん

語
ご

で話
はな

すようになり、次
し

第
だい

にどこでも誰
だれ

とでも話
はな

すようになっていくでしょう。

4

1  

移い

動ど
う

す
る
子こ

ど
も
た
ち
の
た
め
に

3

移
い

動
どう

する子
こ

どもたちのために1



（3） 生
せい

活
かつ

言
げん

語
ご

と学
がくしゅう

習言
げん

語
ご

　小
しょうがっこう

学校くらいまでの子
こ

どもは、大
おとな

人が外
がい

国
こく

語
ご

を勉
べん

強
きょう

するような方
ほう

法
ほう

でなく

ても、毎
まい

日
にち

その言
こと

葉
ば

が話
はな

されている環
かんきょう

境で、その言
げん

語
ご

をたくさん聞
き

いている

うちに、自
し

然
ぜん

にその言
こと

葉
ば

を覚
おぼ

えることができる、と言
い

えると思
おも

いますが、それ

は日
にちじょうてき

常的な場
ば

面
めん

での会
かい

話
わ

（話
はな

す、聞
き

く）に限
かぎ

られます。このようにして覚
おぼ

えた

言
こと

葉
ば

を「生
せい

活
かつ

言
げん

語
ご

」と言
い

います。「生
せい

活
かつ

言
げん

語
ご

」は、外
がい

国
こく

語
ご

を勉
べんきょう

強するときの、

初
しょきゅう

級のテ
て き す と

キストで勉
べんきょう

強する文
ぶん

法
ぽう

や語
ご

彙
い

だけでできる日
にちじょう

常会
かい

話
わ

レ
れ べ る

ベルの言
こと

葉
ば

と大
だい

体
たい

同
おな

じだと言
い

えるでしょう。

　一
いっ

方
ぽう

、読
よ

み書
か

きは、自
し

然
ぜん

に身
み

に付
つ

くことはほとんどありません。それに、文
も

字
じ

を読
よ

むことができるからと言
い

って、

どんな難
むずか

しい本
ほん

でも読
よ

むことができる人
ひと

は、大
おとな

人でもそう多
おお

くないでしょう。学
がっ

校
こう

の各
かく

教
きょうか

科の勉
べんきょう

強をしたり、正
せい

式
しき

な書
しょ

類
るい

を作
つく

ったり、論
ろん

理
り

的
てき

な話
はん

し合
あ

いをしたりするのに必
ひつ

要
よう

な言
こと

葉
ば

を「学
がくしゅう

習言
げん

語
ご

」と言
い

います。

　母
ぼ

語
ご

の場
ば

合
あい

は、学
がっ

校
こう

の「国
こく

語
ご

」の時
じ

間
かん

を中
ちゅうしん

心に、様
さま

々
ざま

な分
ぶん

野
や

の文
ぶんしょう

章を読
よ

んだり、テ
て ー ま

ーマごとに自
じ

分
ぶん

で文
ぶん

を

書
か

いたりして「学
がくしゅう

習言
げん

語
ご

」を学
まな

んでいきます。他
ほか

の教
きょうか

科も「学
がくしゅう

習言
げん

語
ご

」の語
ご

彙
い

を増
ふ

やしたり、論
ろん

理
り

的
てき

な文
ぶんしょう

章に

触
ふ

れることで、「学
がくしゅう

習言
げん

語
ご

」の習
しゅうとく

得に重
じゅうよう

要な役
やく

割
わり

を果
は

たしています。

　外
がい

国
こく

語
ご

の場
ば

合
あい

、大
おとな

人は子
こ

どもに比
くら

べ、すでに母
ぼ

語
ご

で「学
がくしゅう

習言
げん

語
ご

」を習
しゅうとく

得している人
ひと

が多
おお

いので、外
がい

国
こく

語
ご

の

文
ぶん

法
ぽう

がある程
てい

度
ど

わかり、文
も

字
じ

が読
よ

めて、辞
じ

書
しょ

があれば、短
たん

期
き

間
かん

で外
がい

国
こく

語
ご

の「学
がくしゅう

習言
げん

語
ご

」を使
つか

いこなせるように

なる人
ひと

もいます。ところが、子
こ

どもは、母
ぼ

語
ご

でも「学
がくしゅう

習言
げん

語
ご

」を完
かん

全
ぜん

に習
しゅうとく

得しているとは限
かぎ

りませんから、外
がい

国
こく

語
ご

の「学
がくしゅう

習言
げん

語
ご

」を身
み

に付
つ

けるのは、とても大
たい

変
へん

なのです。だから、その国
くに

の言
こと

葉
ば

で会
かい

話
わ

できても、学
がっ

校
こう

の勉
べんきょう

強

全
ぜん

般
ぱん

が不
ふ

得
とく

意
い

な子
こ

もいるのです。実
じっ

際
さい

、「勉
べんきょう

強がわからない」という子
こ

どもの多
おお

くは、「勉
べんきょう

強の時
とき

に使
つか

われる言
こと

葉
ば

の意
い

味
み

がわからない」、「意
い

味
み

のわからない言
こと

葉
ば

が多
おお

すぎて、先
せん

生
せい

の言
い

っていることや、教
きょうかしょ

科書に書
か

いてあ

ることの内
ない

容
よう

が理
り

解
かい

できない」という子
こ

も多
おお

いのです。つまり「学
がくしゅう

習言
げん

語
ご

」が不
ふ

足
そく

しているというケ
け ー す

ースもある、

ということです。ご自
じ

分
ぶん

のお子
こ

さんにあった教
きょういく

育方
ほう

法
ほう

で「学
がくしゅう

習言
げん

語
ご

」を学
まな

ぶことが重
じゅうよう

要です。

（4） 子
こ

どもの適
てき

応
おう

　子
こ

どもが地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に適
てき

応
おう

していくには、親
おや

や学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

以
い

外
がい

にも多
おお

くの人
ひと

とのあたたかい人
にん

間
げん

関
かん

係
けい

が必
ひつ

要
よう

で

す。近
きん

所
じょ

の人
ひと

に親
おや

も積
せっきょくてき

極的にあいさつしたり、子
こ

どもの友
とも

だちを家
いえ

に呼
よ

ぶなどして、地
ち

域
いき

の人
ひと

とのつながりを持
も

つこ

とをおすすめします。多
おお

くの地
ち

域
いき

では｢町
ちょうないかい

内会｣や「子
こ

ども

会
かい

」があるので、遠
えん

足
そく

などの楽
たの

しい行
ぎょうじ

事だけでなく、通
つう

学
がく

路
ろ

の掃
そう

除
じ

などの行
ぎょうじ

事に参
さん

加
か

して、近
きん

所
じょ

の人
ひと

を知
し

るのもい

いでしょう。町
ちょうないかい

内会や自
じ

治
ち

会
かい

がない地
ち

域
いき

でも、公
こう

民
みん

館
かん

など

に行
い

くと、ボ
ぼ ら ん て ぃ あ

ランティアの運
うん

営
えい

する日
に

本
ほん

語
ご

教
きょうしつ

室や、同
おな

じ国
くに

出
しゅっしんしゃ

身者のサ
さ ー く る

ークルや、趣
しゅ

味
み

のサ
さ ー く る

ークルがあるので、参
さん

加
か

すると友
とも

だちもできるし、地
ち

域
いき

の様
さま

々
ざま

なイ
い べ ん と

ベントや学
がっ

校
こう

の

情
じょうほう

報などを聞
き

くことができます。

　親
おや

がその地
ち

域
いき

で前
まえ

向
む

きに生
い

きていこうという気
き

持
も

ちや

姿
し

勢
せい

を見
み

せることで、子
こ

どももより積
せっきょくてき

極的に日
に

本
ほん

で新
あたら

しい

友
とも

だちを作
つく

ろうとするでしょう。運
うん

動
どう

会
かい

や文
ぶん

化
か

祭
さい

などの大
おお

き

な学
がっ

校
こう

行
ぎょうじ

事にも参
さん

加
か

できるといいですね。

　決
けっ

して「日
に

本
ほん

人
じん

」になる必
ひつ

要
よう

はありません。お子
こ

さんに

は、両
りょうほう

方の文
ぶん

化
か

を身
み

に付
つ

けてもらえるように、出
しゅっしんこく

身国のこ

とを嫌
きら

いにならないよう、自
じ

分
ぶん

のル
る ー つ

ーツに誇
ほこ

りが持
も

てるよう

に、大
おとな

人は積
せっきょくてき

極的に働
はたら

きかけるようにしましょう。
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1  

移い

動ど
う

す
る
子こ

ど
も
た
ち
の
た
め
に

移
い

動
どう

する子
こ

どもたちのために1



（1） 日
に

本
ほん

の学
がっこう

校の仕
し

組
くみ

み

　日
に ほ ん

本の教
きょういく

育制
せ い ど

度は基
き ほ ん て き

本的に、小
しょうがっこう

学校６年
ねん

、中
ちゅうがっこう

学校３年
ねん

、高
こうとう

等学
がっこう

校（高
こう

校
こう

）３年
ねん

、大
だいがく

学4年
ねん

（短
たん

期
き

大
だい

学
がく

など

は2年
ねん

）です。このうち、小
しょうがっこう

学校と中
ちゅうがっこう

学校は、義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

としてすべての子
こ

どもたちが入
にゅう

学
がく

して卒
そつ

業
ぎょう

しなければ

なりません。義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

は、日
に

本
ほん

の国
こく

民
みん

に対
たい

しての義
ぎ

務
む

ですが、日
に

本
ほん

に住
す

んでいる満
まん

6歳
さい

から15歳
さい

の外
がい

国
こく

籍
せき

の子
こ

どもは、国
こく

籍
せき

に関
かん

係
けい

なく希
き

望
ぼう

すれば日
に

本
ほん

人
じん

と同
おな

じ費
ひ

用
よう

負
ふ

担
たん

で小
しょう

学
がっ

校
こう

や中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に入
にゅう

学
がく

・編
へん

入
にゅう

できます。ま

た、義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

ではありませんが、日
に

本
ほん

では多
おお

くの子
こ

どもが小
しょう

学
がっ

校
こう

に入
はい

る前
まえ

に、幼
よう

稚
ち

園
えん

、保
ほ

育
いく

園
えん

、認
にん

定
てい

こども園
えん

などに通
かよ

っています。

　日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

は、ほとんどが4月
がつ

に始
はじ

まって翌
よく

年
とし

の3月
がつ

までが1つの学
がく

年
ねん

です。この4月
がつ

から始
はじ

まる1年
ねん

を「年
ねん

度
ど

」といいます。

　学
がっこう

校の授
じゅぎょう

業は、基
き

本
ほんてき

的には月
げつようび

曜日から金
きんようび

曜日まで、朝
あさ

から午
ご ご

後まであります。原
げんそく

則、途
とちゅう

中で許
きょか

可なく学
がっこう

校

の外
そと

に出
で

ることはできません。

（2） 幼
よう

稚
ち

園
えん

、保
ほ

育
いく

園
えん

、認
にん

定
てい

こども園
えん

　幼
よう

稚
ち

園
えん

、保
ほ

育
いく

園
えん

、認
にん

定
てい

こども園
えん

では、集
しゅう

団
だん

で生
せい

活
かつ

するために必
ひつ

要
よう

なことや、季
き

節
せつ

の行
ぎょう

事
じ

など日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や

習
しゅう

慣
かん

が学
まな

べます。また、同
どう

年
ねん

代
だい

の子
こ

どもと遊
あそ

ぶことで日
に

本
ほん

語
ご

を楽
たの

しみながら早
はや

く覚
おぼ

えられます。日
にち

常
じょう

の子
こ

どもへ

の指
し

示
じ

や親
おや

との連
れん

絡
らく

は、原
げん

則
そく

として日
に

本
ほん

語
ご

で行
おこな

われます。義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

ではありませんが、日
に

本
ほん

では多
おお

くの子
こ

ども

が小
しょう

学
がっ

校
こう

に入
はい

る前
まえ

に通
かよ

っています。

　保
ほ

育
いく

園
えん

や認
にん

定
てい

こども園
えん

は、両
りょう

親
しん

が仕
し

事
ごと

や病
びょう

気
き

などで子
こ

どもの世
せ

話
わ

ができない場
ば

合
あい

に、小
しょう

学
がっ

校
こう

に入
はい

る前
まえ

の

子
こ

どもを朝
あさ

から夕
ゆう

方
がた

まで預
あず

けて世
せ

話
わ

をしてもらうことができます。生
せい

後
ご

2ヶ
か

月
げつ

から入
にゅう

園
えん

できるところもあります。た

だし、入
にゅう

園
えん

するのに条
じょう

件
けん

があり、いろいろな書
しょ

類
るい

が必
ひつ

要
よう

です。また、料
りょう

金
きん

は、保
ほ

護
ご

者
しゃ

の収
しゅう

入
にゅう

によって違
ちが

います

から、手
て

続
つづ

きのときに聞
き

いてください。

　幼
よう

稚
ち

園
えん

は、小
しょう

学
がっ

校
こう

に入
にゅう

学
がく

する前
まえ

の2～3年
ねん

間
かん

、通
かよ

います。朝
あさ

からお昼
ひる

過
す

ぎまで幼
よう

稚
ち

園
えん

で過
す

ごします。送
おく

り

迎
むか

えのバ
ばす

スがある幼
よう

稚
ち

園
えん

もあります。幼
よう

児
じ

教
きょう

育
いく

を行
おこな

う施
し

設
せつ

なので、幼
よう

稚
ち

園
えん

ごとに教
きょう

育
いく

内
ない

容
よう

も料
りょう

金
きん

も違
ちが

ってい

ます。公
こう

立
りつ

も私
し

立
りつ

もあります。

　私
し

立
りつ

の幼
よう

稚
ち

園
えん

や保
ほ

育
いく

園
えん

、認
にん

定
てい

こども園
えん

はキ
きりすと

リスト教
きょう

の教
きょう

会
かい

や仏
ぶっ

教
きょう

のお寺
てら

が経
けい

営
えい

しているところもありま

す。入
にゅう

園
えん

前
まえ

に見
けん

学
がく

に行
い

き、どのような宗
しゅう

教
きょう

的
てき

な行
ぎょう

事
じ

があるかなど確
かく

認
にん

しましょう。

（3） 小
しょうがっこう

学校

　小
しょう

学
がっ

校
こう

に入
にゅう

学
がく

できるのは、入
にゅう

学
がく

する年
とし

の4月
がつ

2
ふ

日
つか

から翌
よく

年
とし

の4月
がつ

1
つい

日
たち

までに、7歳
さい

の誕
たん

生
じょう

日
び

が来
く

る子
こ

どもで

す。入
にゅう

学
がく

する前
まえ

の年
とし

に、住
す

んでいる市
し

町
ちょう

村
そん

の役
やく

所
しょ

から、入
にゅう

学
がく

の手
て

続
つづ

きに関
かん

する手
て

紙
がみ

が届
とど

きます。手
て

続
つづ

きの

方
ほう

法
ほう

は日
に

本
ほん

語
ご

で書
か

いてありますが、分
わ

からない場
ば

合
あい

は、日
に

本
ほん

語
ご

が読
よ

める人
ひと

に見
み

てもらいましょう。また、住
す

んで

いる市
し

町
ちょう

村
そん

の教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

に問
と

い合
あ

わせてもいいです。もし、子
こ

どもが入
にゅう

学
がく

する前
まえ

の年
とし

の終
お

わりまでに入
にゅう

学
がく

案
あん

内
ない

が来
こ

なければ、住
す

んでいる市
し

町
ちょう

村
そん

の教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

へ問
と

い合
あ

わせてください。公
こう

立
りつ

小
しょう

学
がっ

校
こう

は、ほとんどの場
ば

合
あい

、住
じゅう

所
しょ

によって行
い

く学
がっ

校
こう

が決
き

まっています。特
とく

別
べつ

な事
じ

情
じょう

で違
ちが

う地
ち

域
いき

の小
しょう

学
がっ

校
こう

へ通
かよ

いたいとき（越
えっ

境
きょう

入
にゅう

学
がく

と

言
い

います）は、住
す

んでいる市
し

町
ちょう

村
そん

、行
い

きたい小
しょう

学
がっ

校
こう

のある市
し

町
ちょう

村
そん

の教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

に相
そう

談
だん

します。ただ、違
ちが

う地
ち

域
いき

の学
がっ

校
こう

に通
かよ

わせることにはリ
り す く

スクもありますので、よく考
かんが

えて決
き

めましょう。義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

は無
む

償
しょう

ですが、教
きょう

科
か

書
しょ

以
い

外
がい

の教
きょう

材
ざい

費
ひ

や給
きゅう

食
しょく

費
ひ

などは保
ほ

護
ご

者
しゃ

がお金
かね

を払
はら

います。また、遠
えん

足
そく

や修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

などにもお金
かね

がかかります。

入
にゅう

学
がく

前
まえ

に、学
がっ

校
こう

で決
き

められた体
たい

育
いく

の服
ふく

（体
たい

操
そう

着
ぎ

・体
たい

育
いく

着
ぎ

）や靴
くつ

、帽
ぼう

子
し

を買
か

わなければならないところもありま

す。一
いっ

定
てい

の所
しょ

得
とく

以
い

内
ない

であれば、就
しゅう

学
がく

援
えん

助
じょ

も受
う

けられますので、学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に聞
き

いてみてください。

　誰
だれ

がどこのク
く ら す

ラスに入
はい

るか、どの先
せん

生
せい

が担
たん

任
にん

になるかは、学
がっ

校
こう

が決
き

めます。お子
こ

さんになんらかの障
しょう

害
がい

があ

り、特
とく

別
べつ

なサ
さ ぽ ー と

ポートが必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

には、「特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

ク
く ら す

ラス」なども用
よう

意
い

されていますので、住
す

んでいる市
し

町
ちょう

村
そん

の教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

へ行
い

って相
そう

談
だん

してください。

　小
しょう

学
がっ

校
こう

は6年
ねん

間
かん

あります。現
げん

在
ざい

、日
に

本
ほん

の公
こう

立
りつ

小
しょう

学
がっ

校
こう

で留
りゅう

年
ねん

することはほぼありません。飛
と

び級
きゅう

（1年
ねん

生
せい

から

3年
ねん

生
せい

になったり、4年
ねん

生
せい

から6年
ねん

生
せい

になったりすること）もできません。ただし、日
に

本
ほん

語
ご

がわからない場
ば

合
あい

、年
ねん

齢
れい

より下
した

の学
がく

年
ねん

から始
はじ

めることはできますので、編
へん

入
にゅう

する前
まえ

に、住
す

んでいる市
し

町
ちょう

村
そん

の教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

へ行
い

って相
そう

談
だん

してください。

●PTA（Parent-Teacher Association）という任
にん

意
い

加
か

入
にゅう

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

の組
そ

織
しき

があるところが多
おお

く、子
こ

どもが学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

を充
じゅう

実
じつ

した楽
たの

しいものにできるよう、親
おや

がいろいろな手
て

伝
つだ

いをボ
ぼ ら ん て ぃ あ

ランティアで行
おこな

います。

●ほとんどの学
がっ

校
こう

で給
きゅう

食
しょく

があります。食
た

べ物
もの

のア
あ れ る ぎ ー

レルギーや、宗
しゅう

教
きょう

上
じょう

の理
り

由
ゆう

で給
きゅう

食
しょく

が食
たべ

べられない子
こ

ども

は、メ
め に ゅ ー

ニュー（献
こん

立
だて

表
ひょう

）をみて、家
いえ

からお弁
べん

当
とう

を持
も

っていくことがあります。

●ほぼ毎
まい

日
にち

、学
がっ

校
こう

の掃
そう

除
じ

の時
じ

間
かん

があります。

●体
たい

育
いく

の授
じゅ

業
ぎょう

の前
まえ

に体
たい

操
そう

着
ぎ

に着
き

替
が

えます。特
とく

に低
てい

学
がく

年
ねん

では教
きょう

室
しつ

で着
き

替
が

えることも多
おお

いので、別
べつ

の部
へ

屋
や

を

使
つか

いたいときは、先
せん

生
せい

に相
そう

談
だん

します。
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（4） 中
ちゅうがっこう

学校

　中
ちゅう

学
がっ

校
こう

へ入
にゅう

学
がく

できるのは、その年
とし

の4月
がつ

2
ふ

日
つか

から翌
よく

年
とし

の4月
がつ

1
つい

日
たち

までに13歳
さい

の誕
たん

生
じょう

日
び

が来
く

る子
こ

どもです。自
じ

分
ぶん

が住
す

んでいる地
ち

域
いき

の決
き

められた市
し

町
ちょう

村
そん

立
りつ

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に入
はい

るときは、試
し

験
けん

はありません。ただし、一
いち

部
ぶ

、入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

を受
う

けて合
ごう

格
かく

した人
ひと

だけが入
はい

る中
ちゅう

学
がっ

校
こう

もあります。中
ちゅう

学
がっ

校
こう

も義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

ですが、教
きょう

科
か

書
しょ

以
い

外
がい

の教
きょう

材
ざい

や問
もん

題
だい

集
しゅう

、高
こう

校
こう

受
じゅ

験
けん

のための模
も

擬
ぎ

試
し

験
けん

（実
じつ

力
りょく

テ
て す と

スト）代
だい

、遠
えん

足
そく

や修
しゅう

学
がく

旅
りょ

行
こう

などはお金
かね

がかかります。また、入
にゅう

学
がく

前
まえ

には制
せい

服
ふく

やかばん、体
たい

操
そう

着
ぎ

などを買
か

わなければなりません。一
いっ

定
てい

の所
しょ

得
とく

以
い

内
ない

であれば、就
しゅう

学
がく

援
えん

助
じょ

も受
う

けられ

ますので、学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に聞
き

いてください。このほかに、部
ぶ

活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

する場
ば

合
あい

は、ユ
ゆ に ふ ぉ ー む

ニフォーム代
だい

、道
どう

具
ぐ

代
だい

な

どが、別
べつ

にかかります。

　中
ちゅう

学
がっ

校
こう

では勉
べん

強
きょう

も難
むずか

しくなりますし、3年
ねん

後
ご

の高
こう

校
こう

受
じゅ

験
けん

に向
む

けて、しっかり勉
べん

強
きょう

しなければなりません。母
ぼ

国
こく

で勉
べん

強
きょう

がよくできていたお子
こ

さんでも、日
に

本
ほん

語
ご

ができなければ、日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

のテ
て す と

ストでは思
おも

うような成
せい

績
せき

が取
と

れ

ず、お子
こ

さんの自
じ

尊
そん

心
しん

が大
てい

変
へん

傷
きず

つきます。分
わ

からない言
げん

語
ご

で、まだ習
なら

っていないことを学
がく

習
しゅう

するのは、本
ほん

当
とう

に

大
たい

変
へん

なことなので、配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

です。

　外
がい

国
こく

から来
き

たお子
こ

さんについては、学
がっ

校
こう

のある市
し

町
ちょう

村
そん

の教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

に相
そう

談
だん

して、学
がく

年
ねん

を下
さ

げて、小
しょう

学
がっ

校
こう

6年
ねん

生
せい

に入
はい

ることも可
か

能
のう

です。何
なん

年
ねん

生
せい

に入
はい

るかは、お子
こ

さんとも十
じゅう

分
ぶん

話
はな

し合
あ

い、また、経
けい

験
けん

のある人
ひと

に相
そう

談
だん

す

るなどして、よく考
かんが

えて決
き

めてください。

　中
ちゅう

学
がっ

校
こう

では、各
かく

学
がっ

期
き

に2回
かい

の定
てい

期
き

試
し

験
けん

（中
ちゅう

間
かん

試
し

験
けん

、期
き

末
まつ

試
し

験
けん

）があります。各
かく

教
きょう

科
か

の成
せい

績
せき

は、授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

の

学
がく

習
しゅう

意
い

欲
よく

（授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

の態
たい

度
ど

や提
てい

出
しゅつ

物
ぶつ

をきちんと出
だ

しているかどうかなど）、小
しょう

テ
て す と

スト、定
てい

期
き

試
し

験
けん

の点
てん

数
すう

などで総
そう

合
ごう

的
てき

に決
き

まります。そして学
がく

期
き

末
まつ

に渡
わた

される「通
つう

知
ち

表
ひょう

」の成
せい

績
せき

をもとに、「調
ちょう

査
さ

書
しょ

」が作
つく

られます。高
こう

校
こう

の入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

では、生
せい

徒
と

は通
つう

常
じょう

の筆
ひっ

記
き

試
し

験
けん

や面
めん

接
せつ

を受
う

けますが、さらに、この「調
ちょう

査
さ

書
しょ

」が評
ひょう

価
か

の対
たい

象
しょう

になります。特
とく

に、高
こう

校
こう

進
しん

学
がく

を考
かんが

えている場
ば

合
あい

は、試
し

験
けん

期
き

間
かん

中
ちゅう

は休
やす

まずに、できる教
きょう

科
か

だけでも試
し

験
けん

を受
う

けましょう。また、読
よ

めないけれど、口
こう

頭
とう

でなら答
こた

えられそうな場
ば

合
あい

は、別
べっ

室
しつ

で問
もん

題
だい

を読
よ

み上
あ

げてもらったり、漢
かん

字
じ

にフ
ふ り が な

リガナを付
つ

け

てもらったりできないか、先
せん

生
せい

と相
そう

談
だん

してみましょう。

●放
ほう

課
か

後
ご

に部
ぶ

活
かつ

動
どう

があります。塾
じゅく

へ通
かよ

う生
せい

徒
と

も多
おお

くなります。

●教
きょう

科
か

ごとに先
せん

生
せい

が変
か

わり、勉
べん

強
きょう

の量
りょう

も増
ふ

えて難
むずか

しくなります。

●制
せい

服
ふく

や校
こう

則
そく

（学
がっ

校
こう

の規
き

則
そく

）があります。宗
しゅう

教
きょう

上
じょう

どうしても着
き

なければならないものや刺
いれ

青
ずみ

などがある場
ば

合
あい

、

学
がっ

校
こう

とどうしたらいいか、よく相
そう

談
だん

してください。

●給
きゅう

食
しょく

がある学
がっ

校
こう

とお弁
べん

当
とう

を持
も

っていく学
がっ

校
こう

があります。

（5） 公
こう

立
りつ

小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

へ行
い

かない場
ば

合
あい

　日
に

本
ほん

では、小
しょう

学
がっ

校
こう

6年
ねん

間
かん

と中
ちゅう

学
がっ

校
こう

3年
ねん

間
かん

が義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

ですが、他
ほか

の国
くに

でも10年
ねん

程
てい

度
ど

の教
きょう

育
いく

が親
おや

の義
ぎ

務
む

と

して課
か

されているところが多
おお

いでしょう。また、国
こく

際
さい

的
てき

にも、子
こ

どもには教
きょう

育
いく

を受
う

ける権
けん

利
り

があると考
かんが

えられてい

ます。ですから、どこにいても、親
おや

は子
こ

どもに、自
じ

分
ぶん

の国
くに

の義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

で学
まな

ぶ程
てい

度
ど

の内
ない

容
よう

の教
きょう

育
いく

は、受
う

けさせる

べきでしょう。もし学
がっ

校
こう

に行
い

かせないなら、親
おや

が教
おし

えたり、家
か

庭
てい

教
きょう

師
し

を雇
やと

うなどして、家
いえ

できちんと教
きょう

育
いく

しなけれ

ばなりません。

　日
に

本
ほん

ではほとんどの子
こ

どもが学
がっ

校
こう

へ行
い

くので、大
お と な

人になってから学
がっ

校
こう

に全
まった

く通
かよ

った経
けい

験
けん

がない、ということで

コ
こ ん ぷ れ っ く す

ンプレックスを感
かん

じることもあるかもしれません。一
いっ

方
ぽう

、残
ざん

念
ねん

ながらいじめなどの様
さま

々
ざま

な問
もん

題
だい

から不
ふ

登
とう

校
こう

になっ

てしまう児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

もいます。学
がっ

校
こう

が苦
く

痛
つう

なら、勉
べん

強
きょう

どころではないですから、無
む

理
り

に行
い

かせる必
ひつ

要
よう

はないので

すが、どんなかたちでも勉
べん

強
きょう

は続
つづ

けられるように環
かん

境
きょう

を整
ととの

えましょう。

　家
か

庭
てい

で教
きょう

育
いく

するのであれば、日
に

本
ほん

語
ご

の学
がく

習
しゅう

は第
だい

2言
げん

語
ご

（外
がい

国
こく

語
ご

）として日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

や文
も

字
じ

の読
よ

み書
か

きなどを

勉
べん

強
きょう

し、他
ほか

の教
きょう

科
か

は母
ぼ

国
こく

から子
こ

どもの年
ねん

齢
れい

や学
がく

力
りょく

にあった教
きょう

材
ざい

を取
と

り寄
よ

せたり、イ
い ん た ー ね っ と

ンターネットを使
つか

ったりして

勉
べん

強
きょう

させましょう。

　家
か

庭
てい

での学
がく

習
しゅう

だけでなく、同
どう

年
ねん

代
だい

の子
こ

どもと交
こう

流
りゅう

する機
き

会
かい

も重
じゅう

要
よう

です。日
に

本
ほん

語
ご

ができなくても、公
こう

立
りつ

小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

では、その学
がっ

区
く

の子
こ

どもを受
う

け入
い

れています。毎
まい

日
にち

通
かよ

えなくても、学
がっ

校
こう

と相
そう

談
だん

して、週
しゅう

に1回
かい

だけ登
とう

校
こう

した

り、教
きょう

室
しつ

には入
はい

らないで、別
べっ

室
しつ

で勉
べん

強
きょう

したりすることができる場
ば

合
あい

もありますので、学
がっ

校
こう

や教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

で相
そう

談
だん

してみてください。
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（6） 高
こう

校
こう

入
にゅう

試
し

について

　日
に

本
ほん

では、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

した後
あと

、高
こう

校
こう

に進
しん

学
がく

する

生
せい

徒
と

が約
やく

98％です。公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

（県
けん

がつくった学
がっ

校
こう

＝

県
けん

立
りつ

と、市
し

がつくった学
がっ

校
こう

＝市
し

立
りつ

があります）の入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

は、ほとんどの場
ば

合
あい

、国
こく

語
ご

（現
げん

代
だい

日
に

本
ほん

語
ご

の読
どっ

解
かい

や漢
かん

字
じ

以
い

外
がい

にも古
こ

文
ぶん

もあります）、英
えい

語
ご

、数
すう

学
がく

、理
り

科
か

、

社
しゃ

会
かい

の５教
きょう

科
か

の試
し

験
けん

があります。原
げん

則
そく

として、複
ふく

数
すう

の

公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

を受
じゅ

験
けん

することはできません（1次
じ

試
し

験
けん

で受
じゅ

験
けん

者
しゃ

が少
すく

なかった公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

が２次
じ

募
ぼ

集
しゅう

をする場
ば

合
あい

は、他
ほか

にどこの高
こう

校
こう

にも合
ごう

格
かく

していない人
ひと

は受
じゅ

験
けん

でき

ます。ただし、希
き

望
ぼう

の公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

が２次
じ

募
ぼ

集
しゅう

するとは限
かぎ

りません）。

　日
に

本
ほん

語
ご

での日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

に問
もん

題
だい

がなくても、国
こく

語
ご

や社
しゃ

会
かい

の入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

の問
もん

題
だい

文
ぶん

は、日
に

本
ほん

語
ご

の新
しん

聞
ぶん

が読
よ

めるくら

いの日
に

本
ほん

語
ご

力
りょく

がないと理
り

解
かい

できません。また日
に

本
ほん

語
ご

で書
か

かなければならない記
き

述
じゅつ

式
しき

の問
もん

題
だい

もあります。入
にゅう

試
し

では辞
じ

書
じょ

は使
つか

えません。英
えい

語
ご

の試
し

験
けん

でも、問
もん

題
だい

文
ぶん

自
じ

体
たい

が日
に

本
ほん

語
ご

で書
か

かれていますし、英
えい

語
ご

を日
に

本
ほん

語
ご

に訳
やく

す問
もん

題
だい

もあるので、日
に

本
ほん

語
ご

がわからないと、たとえ英
えい

語
ご

圏
けん

の出
しゅ

身
しん

者
しゃ

でも満
まん

点
てん

をとるのは難
むずが

しいでしょう。

　新
にい

潟
がた

県
けん

の公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

では、原
げん

則
そく

、来
らい

日
にち

または帰
き

国
こく

後
ご

2年
ねん

以
い

内
ない

の生
せい

徒
と

は、数
すう

学
がく

と、英
えい

語
ご

と、日
に

本
ほん

語
ご

の作
さく

文
ぶん

と、

面
めん

接
せつ

で試
し

験
けん

が受
う

けられる制
せい

度
ど

（「海
かい

外
がい

帰
き

国
こく

生
せい

徒
と

等
とう

特
とく

別
べつ

選
せん

抜
ばつ

」）があります。この試
し

験
けん

を受
う

ける場
ば

合
あい

は、事
じ

前
ぜん

に中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

に相
そう

談
だん

する必
ひつ

要
よう

があります。

　新
にい

潟
がた

県
けん

内
ない

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に行
い

っていない場
ば

合
あい

は、後
うし

ろの新
にい

潟
がた

県
けん

教
きょう

育
いく

庁
ちょう

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

課
か

に相
そう

談
だん

してください。

　私
し

立
りつ

高
こう

校
こう

は、学
がっ

校
こう

ごとに特
とく

色
しょく

のある試
し

験
けん

をします。国
こく

語
ご

、数
すう

学
がく

、英
えい

語
ご

の３教
きょう

科
か

と面
めん

接
せつ

の試
し

験
けん

をする学
がっ

校
こう

が

多
おお

いです。中
ちゅう

学
がっ

校
こう

からの書
しょ

類
るい

（「調
ちょう

査
さ

書
しょ

」）と面
めん

接
せつ

だけ、あるいは、面
めん

接
せつ

と作
さく

文
ぶん

だけで合
ごう

否
ひ

を決
き

める学
がっ

校
こう

や、他
ほか

の高
こう

校
こう

を受
じゅ

験
けん

しないことを条
じょう

件
けん

（「専
せん

願
がん

」とか「単
たん

願
がん

」と呼
よ

ばれます）に、優
ゆう

先
せん

的
てき

に合
ごう

格
かく

できる仕
し

組
く

みのある高
こう

校
こう

もあります。ス
す ぽ ー つ

ポーツなどで優
すぐ

れた成
せい

績
せき

をとった生
せい

徒
と

を優
ゆう

先
せん

的
てき

に合
ごう

格
かく

させる高
こう

校
こう

もあります。学
がく

費
ひ

は、学
がっ

校
こう

ご

とに様
さま

々
ざま

ですが、一
いっ

般
ぱん

的
てき

に公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

より高
たか

いです。

（7） 高
こう

校
こう

　日
に

本
ほん

の高
こう

校
こう

は義
ぎ

務
む

教
きょう

育
いく

ではありませんが、ほとんどの人
ひと

が高
こう

校
こう

へ進
しん

学
がく

しています。中
ちゅう

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

しただけ

では正
せい

社
しゃ

員
いん

として就
しゅう

職
しょく

するのはとても難
むずか

しく、たとえ就
しゅう

職
しょく

しても給
きゅう

料
りょう

が安
やす

いことが多
おお

いからです。将
しょう

来
らい

、大
だい

学
がく

や専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

に進
すす

みたい人
ひと

には、日
に

本
ほん

の高
こう

校
こう

でなくても、母
ぼ

国
こく

の高
こう

校
こう

でもいいので、とにかく高
こう

校
こう

は卒
そつ

業
ぎょう

する

（12年
ねん

間
かん

の教
きょう

育
いく

を終
お

える）ことをおすすめします。

　現
げん

在
ざい

、新
にい

潟
がた

県
けん

の高
こう

校
こう

では日
に

本
ほん

語
ご

指
し

導
どう

などのサ
さ ぽ ー と

ポートはほとんどなく、他
ほか

の日
に

本
ほん

人
じん

生
せい

徒
と

と同
おな

じように定
てい

期
き

試
し

験
けん

を受
う

け、合
ごう

格
かく

点
てん

が取
と

れなければ留
りゅう

年
ねん

、さらに態
たい

度
ど

が悪
わる

かったり、学
がっ

校
こう

のル
る ー る

ールを守
まも

らなければ、退
たい

学
がく

になる

こともあります。入
にゅう

学
がく

しても卒
そつ

業
ぎょう

できなければ、専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

や大
だい

学
がく

など上
じょう

級
きゅう

学
がっ

校
こう

への進
しん

学
がく

は難
むずか

しくなります。

　高
こう

校
こう

には普
ふ

通
つう

科
か

（中
ちゅう

学
がっ

校
こう

と同
おな

じような教
きょう

科
か

を勉
べん

強
きょう

します）のほかにも、専
せん

門
もん

の仕
し

事
ごと

につながる技
ぎ

術
じゅつ

や知
ち

識
しき

を学
まな

ぶためのいろいろな科
か

があります。総
そう

合
ごう

高
こう

校
こう

といって、様
さま

々
ざま

な科
か

目
もく

を自
じ

分
ぶん

で選
えら

んで時
じ

間
かん

割
わり

を組
く

み立
た

てて

勉
べん

強
きょう

できる総
そう

合
ごう

学
がっ

科
か

のある高
こう

校
こう

もあります。

　高
こう

校
こう

には、月
げつ

曜
よう

から金
きん

曜
よう

まで毎
まい

日
にち

朝
あさ

8時
じ

ごろから夕
ゆう

方
がた

4時
じ

ごろまで授
じゅ

業
ぎょう

がある全
ぜん

日
にち

制
せい

、午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

だけ、夕
ゆう

方
がた

や

夜
よる

から、というように、仕
し

事
ごと

をしながら通
かよ

える定
てい

時
じ

制
せい

があります。定
てい

時
じ

制
せい

の高
こう

校
こう

は、1日
にち

の授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

が少
すく

ないの

で、卒
そつ

業
ぎょう

まで3年
ねん

以
い

上
じょう

かかる場
ば

合
あい

もあります。さらに、通
つう

信
しん

制
せい

や単
たん

位
い

制
せい

など、自
じ

分
ぶん

のペ
ぺ ー す

ースで3年
ねん

以
い

上
じょう

かけて、

必
ひつ

要
よう

な科
か

目
もく

を少
すこ

しずつ勉
べん

強
きょう

しながら高
こう

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

資
し

格
かく

を取
と

れる高
こう

校
こう

もあります。

　高
こう

校
こう

から別
べつ

の高
こう

校
こう

へ転
てん

入
にゅう

するときは、転
てん

編
へん

入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

を受
う

けます。公
こう

立
りつ

高
こう

校
こう

の場
ば

合
あい

は、実
じっ

施
し

しているかどう

か、いつ実
じっ

施
し

しているか、試
し

験
けん

科
か

目
もく

は何
なに

か、など詳
くわ

しいことは、新
あたら

しく住
す

む都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

に問
と

い合
あ

わ

せてください。また私
し

立
りつ

高
こう

校
こう

はそれぞれの高
こう

校
こう

に問
と

い合
あ

わせてください。

　外
がい

国
こく

から日
に

本
ほん

の高
こう

校
こう

や教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

に連
れん

絡
らく

するのは難
むずか

しいかもしれません。日
に

本
ほん

にいる知
し

り合
あ

いに調
しら

べて

もらってもいいでしょう。通
つう

学
がく

にどれくらい時
じ

間
かん

と費
ひ

用
よう

がかかるかなども含
ふく

めて、十
じゅう

分
ぶん

に情
じょう

報
ほう

を集
あつ

めたほうがい

いです。イ
い ん た ー な し ょ な る す く ー る

ンターナショナルスクールは、学
がく

費
ひ

も高
たか

いですし、地
ち

方
ほう

都
と

市
し

にはありません。民
みん

族
ぞく

学
がっ

校
こう

も限
かぎ

られた都
と

市
し

にしかありません。住
す

む場
ば

所
しょ

が決
き

まっているなら、その都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

の教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

に、大
だい

体
たい

の住
じゅう

所
しょ

を伝
つた

えて、ど

んな高
こう

校
こう

があり、どんな手
て

続
つづ

きで転
てん

入
にゅう

できるか質
しつ

問
もん

してください。

●高
こう

校
こう

では、日
に

本
ほん

語
ご

指
し

導
どう

などのサ
さ ぽ ー と

ポートがある学
がっ

校
こう

はとても少
すく

ないです。

●全
ぜん

日
にち

制
せい

、定
てい

時
じ

制
せい

、通
つう

信
しん

制
せい

などの高
こう

校
こう

があります。

●留
りゅう

年
ねん

や退
たい

学
がく

になる場
ば

合
あい

があります。
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地
ち

域
いき

でより楽
たの

しく生
い

きる3
（8） １６歳

さい

以
い

上
じょう

での来
らい

日
にち

について

　母
ぼ

国
こく

の高
こう

校
こう

を途
と

中
ちゅう

でやめて来
らい

日
にち

したり、母
ぼ

国
こく

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

（9年
ねん

生
せい

または10年
ねん

生
せい

）を卒
そつ

業
ぎょう

したあと、高
こう

校
こう

に入
はい

らないで16，17歳
さい

で来
らい

日
にち

するケ
け ー す

ースがありますが、いずれも日
に

本
ほん

に来
き

た後
あと

、すぐ学
がっ

校
こう

に行
い

くことがとても難
むずか

しい

です。母
ぼ

国
こく

の高
こう

校
こう

を途
と

中
ちゅう

でやめてから日
に

本
ほん

の高
こう

校
こう

に転
てん

入
にゅう

するには、日
に

本
ほん

語
ご

での転
てん

入
にゅう

試
し

験
けん

を受
う

けるか、転
てん

入
にゅう

試
し

験
けん

がない場
ば

合
あい

は、1月
がつ

から3月
がつ

に行
おこな

われる高
こう

校
こう

入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

を受
う

けて合
ごう

格
かく

する（この場
ば

合
あい

はもう一
いち

度
ど

、高
こう

校
こう

1年
ねん

生
せい

（10年
ねん

生
せい

）から始
はじ

めます）までは、どこの高
こう

校
こう

にも行
い

けません。また、母
ぼ

国
こく

で中
ちゅう

学
がっ

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

していると、原
げん

則
そく

と

して日
に

本
ほん

の中
ちゅう

学
がっ

校
こう

には入
はい

れませんから、やはり高
こう

校
こう

入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

を受
う

けて合
ごう

格
かく

するまでは、どこの学
がっ

校
こう

にも所
しょ

属
ぞく

できません。そのような場
ば

合
あい

は、学
がっ

校
こう

には通
かよ

わず、高
こう

校
こう

の入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

に合
ごう

格
かく

できるようボ
ぼ ら ん て ぃ あ

ランティアの日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

や学
がく

習
しゅう

サ
さ ー く る

ークルなどに参
さん

加
か

して、準
じゅん

備
び

するといいでしょう。入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

まで、日
に

本
ほん

語
ご

学
がっ

校
こう

やオ
お ん ら い ん

ンラインの日
に

本
ほん

語
ご

講
こう

座
ざ

を自
じ

宅
たく

で受
じゅ

講
こう

して、日
に

本
ほん

語
ご

を学
がく

習
しゅう

するという方
ほう

法
ほう

もあります。来
らい

日
にち

してから高
こう

校
こう

の入
にゅう

学
がく

試
し

験
けん

を受
う

けるま

での期
き

間
かん

が短
みじか

い場
ば

合
あい

は、母
ぼ

国
こく

でできるだけ十
じゅう

分
ぶん

に日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べん

強
きょう

をしておくことと、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

で習
なら

う数
すう

学
がく

と英
えい

語
ご

をしっかり学
がく

習
しゅう

してくることが必
ひつ

要
よう

です。

　母
ぼ

国
こく

である程
てい

度
ど

いい成
せい

績
せき

を取
と

っているお子
こ

さんなら、母
ぼ

国
こく

の高
こう

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

してから、日
に

本
ほん

の大
だい

学
がく

や専
せん

門
もん

学
がっ

校
こう

に留
りゅう

学
がく

生
せい

として入
にゅう

学
がく

し、留
りゅう

学
がく

ビ
び ざ

ザで来
らい

日
にち

する方
ほう

法
ほう

もあります。大
だい

学
がく

に入
にゅう

学
がく

する際
さい

にも試
し

験
けん

がありますが、日
に

本
ほん

人
じん

が受
う

ける試
し

験
けん

とは別
べつ

の、留
りゅう

学
がく

生
せい

や帰
き

国
こく

子
し

女
じょ

（海
かい

外
がい

で育
そだ

った日
に

本
ほん

人
じん

）を対
たい

象
しょう

にした試
し

験
けん

があり、留
りゅう

学
がく

生
せい

向
む

けのコ
こ ー す

ースがある学
がっ

校
こう

もあります。

　どちらにしても、来
らい

日
にち

することが決
き

まっているなら、来
らい

日
にち

する前
まえ

に日
に

本
ほん

語
ご

の勉
べん

強
きょう

を進
すす

め、少
すく

なくとも「ひらがな」

と「カ
か た か な

タカナ」は読
よ

み書
か

きできるようにしてくるといいでしょう。「将
しょう

来
らい

、母
ぼ

国
こく

へ帰
かえ

って大
だい

学
がく

に行
い

きたい」という場
ば

合
あい

も、どこかの国
くに

の高
こう

校
こう

卒
そつ

業
ぎょう

資
し

格
かく

（たいていの場
ば

合
あい

12年
ねん

間
かん

の教
きょう

育
いく

を終
お

えている証
しょう

明
めい

）がないと難
むずか

しくなります。

（１） 地
ち

域
いき

の国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

・ボ
ぼ ら ん て ぃ あ

ランティア日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

を
　   尋

たず

ねてみよう

　多
おお

くの自
じ

治
ち

体
たい

には「国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

」があります。外
がい

国
こく

から来
き

た人
ひと

とその町
まち

に住
す

んでいる人
ひと

をつなぐところと

いえます。地
ち

域
いき

の日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

についての情
じょう

報
ほう

を持
も

っていたり、外
がい

国
こく

につながる子
こ

どもたちのための進
しん

路
ろ

ガ
が

イ
い

ダ
だ

ン
ん

ス
す

を開
かい

催
さい

しているところもあります。日
に

本
ほん

での生
せい

活
かつ

についての相
そう

談
だん

も気
き

軽
がる

にできます。一
いち

番
ばん

近
ちか

い国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

に行
い

って、いろいろ聞
き

いてみましょう。

　もし近
ちか

くに日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

があったら、連
れん

絡
らく

をしてから、見
けん

学
がく

に行
い

きましょう。ボ
ぼ ら ん て ぃ あ

ランティアの運
うん

営
えい

する教
きょう

室
しつ

ですか

ら、曜
よう

日
び

や場
ば

所
しょ

が変
か

わることがあります。また、事
じ

前
ぜん

に連
れん

絡
らく

しておくことで、準
じゅん

備
び

をしておいてもらえます。

　地
ち

域
いき

の国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

のイ
い べ ん と

ベントなどにも是
ぜ

非
ひ

、積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

してみてください。日
に

本
ほん

人
じん

だけではなく、他
ほか

の国
くに

か

ら来
き

た人
ひと

にも会
あ

うことができるかもしれません。
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本
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（2） できれば引
ひ

っ越
こ

しは学
がっ

校
こう

を決
き

めてから

　日
に

本
ほん

のどこに住
す

むか、これから決
き

められるのであれば、お子
こ

さんの学
がっ

校
こう

をどうするかをよく考
かんが

えてから決
き

めま

しょう。

　何
なに

を優
ゆう

先
せん

するかは、もちろん個
こ

人
じん

の自
じ

由
ゆう

ですが、新
にい

潟
がた

県
けん

の場
ば

合
あい

、東
とう

京
きょう

や大
おお

阪
さか

など大
だい

都
と

市
し

ほど交
こう

通
つう

の便
べん

が

よくない上
うえ

に、冬
ふゆ

は雪
ゆき

が降
ふ

るので、さらに移
い

動
どう

が難
むずか

しくなります。学
がっ

校
こう

は大
おお

雪
ゆき

や台
たい

風
ふう

以
い

外
がい

、冬
ふゆ

でも普
ふ

通
つう

にありま

すので、なるべくお子
こ

さんが学
がっ

校
こう

に通
かよ

いやすい所
ところ

を選
えら

んだ方
ほう

が良
い

いでしょう。

　人
じん

口
こう

が少
すく

ない地
ち

域
いき

では、一
ひと

つの学
がっ

校
こう

に10人
にん

前
ぜん

後
ご

しか子
こ

どもがいないところもあり、その場
ば

合
あい

は、1ク
く ら す

ラスで

いくつかの学
がく

年
ねん

が一
いっ

緒
しょ

に勉
べん

強
きょう

することがあります（複
ふく

式
しき

学
がっ

級
きゅう

といいます）。習
なら

い事
ごと

をしたくても、近
ちか

くにそのよう

な教
きょう

室
しつ

や学
がっ

校
こう

がない場
ば

合
あい

もあります。逆
ぎゃく

に都
と

市
し

部
ぶ

で、児
じ

童
どう

、生
せい

徒
と

数
すう

がとても多
おお

く、運
うん

動
どう

会
かい

などで保
ほ

護
ご

者
しゃ

が学
がっ

校
こう

へ行
い

くと、グ
ぐ ら う ん ど

ラウンドが満
まん

員
いん

で子
こ

どもを見
み

つけるのが大
たい

変
へん

だ、という学
がっ

校
こう

もありますし、勉
べん

強
きょう

の競
きょう

争
そう

が激
はげ

しい

学
がっ

校
こう

や校
こう

則
そく

が厳
きび

しい学
がっ

校
こう

もあります。

　日
に

本
ほん

では、教
きょう

育
いく

内
ない

容
よう

は文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

が決
き

めていて、教
きょう

科
か

書
しょ

も同
おな

じ自
じ

治
ち

体
たい

なら、同
おな

じ教
きょう

科
か

書
しょ

を使
つか

っていますか

ら、小
ちい

さい学
がっ

校
こう

でも大
おお

きい学
がっ

校
こう

でも学
まな

ぶべきことは同
おな

じです。教
きょう

員
いん

も何
なん

年
ねん

かごとに他
ほか

の学
がっ

校
こう

へ異
い

動
どう

していきます。

　環
かん

境
きょう

が違
ちが

えば、子
こ

どもの生
せい

活
かつ

ス
す た い る

タイルも変
か

わってきます。放
ほう

課
か

後
ご

、塾
じゅく

へ行
い

くのが当
あ

たり前
まえ

と考
かんが

えられている

地
ち

域
いき

もあれば、外
そと

で友
とも

だちと遊
あそ

ぶのが普
ふ

通
つう

と考
かんが

える地
ち

域
いき

もあるでしょう。また、学
がく

年
ねん

によってもそのス
す

タ
た

イ
い

ル
る

は

変
か

わってきます。低
てい

学
がく

年
ねん

なら安
あん

全
ぜん

に遊
あそ

べるかどうかが重
じゅう

要
よう

なポ
ぽ い ん と

イントでしょうし、中
ちゅう

学
がく

生
せい

なら、高
こう

校
こう

進
しん

学
がく

のこと

も視
し

野
や

にいれて考
かんが

えなければならないでしょう。

　公
こう

立
りつ

小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の場
ば

合
あい

、住
す

む住
じゅう

所
しょ

によって通
かよ

う学
がっ

校
こう

が決
き

まりますから、いくつかの学
がっ

校
こう

を見
み

てお子
こ

さんに合
あ

いそうな雰
ふん

囲
い

気
き

の学
がっ

校
こう

に通
かよ

える住
じゅう

所
しょ

を調
しら

べて、その地
ち

域
いき

で住
す

む場
ば

所
しょ

を選
えら

ぶようにすることをおすすめします。

（3） 災
さい

害
がい

に備
そな

える

　日
に

本
ほん

は、地
じ

震
しん

が多
おお

い国
くに

です。ときどき、家
いえ

が壊
こわ

れるような大
おお

きな地
じ

震
しん

が起
お

きます。また、地
じ

震
しん

の後
あと

には、津
つ

波
なみ

がくることもあります。

　日
に

本
ほん

の学
がっ

校
こう

では、１年
ねん

に何
なん

回
かい

か、避
ひ

難
なん

訓
くん

練
れん

があります。学
がっ

校
こう

にいる間
あいだ

に地
じ

震
しん

や火
か

事
じ

などが起
お

きたときに逃
に

げる練
れん

習
しゅう

をする大
たい

切
せつ

な行
ぎょう

事
じ

ですので、子
こ

どもさんにはまじめに取
と

り組
く

むように伝
つた

えてください。その他
ほか

、誰
だれ

でも

参
さん

加
か

できる地
ち

域
いき

の防
ぼう

災
さい

訓
くん

練
れん

なども行
おこな

われていますので、家
か

族
ぞく

で積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

しましょう。

（4） 「市
し

民
みん

」としてア
あ ん て な

ンテナを広
ひろ

げよう

　外
がい

国
こく

から来
き

たといっても、住
す

んでいるそれぞれの場
ば

所
しょ

で、「大
お と な

人」は、社
しゃ

会
かい

を作
つく

る一
ひ と り

人の「市
し

民
みん

」です。仕
し

事
ごと

や子
こ

育
そだ

てを通
つう

じて、積
せっ

極
きょく

的
てき

に社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

しましょう。意
い

見
けん

が異
こと

なる人
ひと

とぶつかることもあるかもしれませんが、話
はな

し合
あ

うことで、溝
みぞ

は埋
う

められます。また、たとえ異
こと

なった意
い

見
けん

の人
ひと

がいても、それが豊
ゆた

かな多
た

様
よう

性
せい

のある社
しゃ

会
かい

で

ある証
しょう

拠
こ

です。職
しょく

場
ば

や家
か

庭
てい

だけにとどまらず、広
ひろ

くいろいろな集
あつ

まりに参
さん

加
か

して、いろいろな人
ひと

と出
で

会
あ

い、自
じ

分
ぶん

の新
あら

たな可
か

能
のう

性
せい

を見
み

つけられるといいですね。いろいろな人
ひと

に出
で

会
あ

うことで、様
さま

々
ざま

な情
じょう

報
ほう

を手
て

に入
い

れることが

できます。自
じ

分
ぶん

の世
せ

界
かい

をどんどん広
ひろ

げ、視
し

野
や

を広
ひろ

げましょう。

　現
げん

在
ざい

、外
がい

国
こく

籍
せき

の人
ひと

には、選
せん

挙
きょ

権
けん

、被
ひ

選
せん

挙
きょ

権
けん

がなく、公
こう

務
む

員
いん

など就
つ

けない職
しょく

種
しゅ

もありますが、納
のう

税
ぜい

者
しゃ

であり、

住
じゅう

民
みん

であることには変
か

わりありません。住
す

んでいる地
ち

域
いき

の自
じ

治
ち

活
かつ

動
どう

には、積
せっ

極
きょく

的
てき

に参
さん

加
か

できます。どんどん参
さん

加
か

して、自
じ

分
ぶん

たちの住
す

んでいる町
まち

をより良
よ

くしていきましょう。
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（5） 困
こま

ったときは外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

セ
せ ん た ー

ンター新
にいがた

潟を利
り

用
よう

してください！

　新
にい

潟
がた

県
けん

が運
うん

営
えい

している「外
がい

国
こく

人
じん

相
そう

談
だん

セ
せ ん た ー

ンター新
にい

潟
がた

」では、様
さま

々
ざま

な相
そう

談
だん

に無
む

料
りょう

で対
たい

応
おう

しています。7言
げん

語
ご

の

通
つう

訳
やく

がいるほか、通
つう

訳
やく

ア
あ ぷ り

プリなどを使
つか

って、合
ごう

計
けい

74言
げん

語
ご

で対
たい

応
おう

することができます。一
ひ と り

人で悩
なや

まず、気
き

軽
がる

に問
と

い合
あ

わせてみてください。

●相
そう

談
だん

内
ない

容
よう

：在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

、仕
し

事
ごと

、教
きょう

育
いく

、医
い

療
りょう

、福
ふく

祉
し

など生
せい

活
かつ

全
ぜん

般
ぱん

の相
そう

談
だん

や情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

。

　※公
こう

文
ぶん

書
しょ

の翻
ほん

訳
やく

や個
こ

人
じん

的
てき

・営
えい

利
り

目
もく

的
てき

の通
つう

訳
やく

翻
ほん

訳
やく

、通
つう

訳
やく

派
は

遣
けん

は行
おこな

っていません。

●相
そう

談
だん

方
ほう

法
ほう

：来
らい

所
しょ

、電
でん

話
わ

、Eメ
め ー る

ール　　※予
よ

約
やく

不
ふ

要
よう

、相
そう

談
だん

無
む

料
りょう

（通
つう

話
わ

料
りょう

がかかります。）

　住
じゅう

所
しょ

　新
にい

潟
がた

市
し

中
ちゅう

央
おう

区
く

万
ばん

代
だい

島
じま

５－１　万
ばん

代
だい

島
じま

ビ
び る

ル2階
かい

　電
でん

話
わ

　025－241-1881　　メ
め ー る

ール　nia10@niigata-ia.or.jp　

●窓
まど

口
ぐち

開
かい

設
せつ

時
じ

間
かん

：月
げつ

曜
よう

～金
きん

曜
よう

　10:00～17:00　（相
そう

談
だん

受
うけ

付
つけ

は16:30まで）

●各
かく

言
げん

語
ご

の通
つう

訳
やく

可
か

能
のう

時
じ

間
かん

月 火 水 木 金
日 本 語 10:00～17:00 10:00～17:00 10:00～17:00 10:00～17:00 10:00～17:00
中 国 語 10:00～17:00
英 語 10:00～14:00 10:00～14:00 10:00～17:00
フィリピ ノ 語 10:00～14:00
タ イ 語 10:00～17:00
ベ ト ナ ム 語 10:00～16:00
ス ペ イ ン 語 10:00～14:00
ポ ルトガ ル 語 10:00～14:00

その他の言 語 10:00～17:00　通
つう

訳
やく

ソフトなどでの対
たい

応
おう

となります。

●専
せん

門
もん

相
そう

談
だん

　　それぞれの分
ぶん

野
や

の専
せん

門
もん

家
か

が、直
ちょく

接
せつ

相
そう

談
だん

に応
おう

じます。

　教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

：毎
まい

週
しゅう

火
か

曜
よう

日
び

10:00～17:00（日
に

本
ほん

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

、タ
た い ご

イ語、ベ
べ と な む ご

トナム語・英
えい

語
ご

）

　行
ぎょう

政
せい

書
しょ

士
し

相
そう

談
だん

：毎
まい

月
つき

第
だい

4水
すい

曜
よう

日
び

10:00～17:00（日
に

本
ほん

語
ご

、中
ちゅう

国
ごく

語
ご

）

　入
きゅう

管
かん

手
て

続
つづき

相
そう

談
だん

：毎
まい

月
つき

第
だい

2火
か

曜
よう

日
び

13:00～17:00（日
に

本
ほん

語
ご

、タ
た い ご

イ語、ベ
べ と な む ご

トナム語）

　法
ほう

律
りつ

相
そう

談
だん

：毎
まい

奇
き

数
すう

月
つき

第
だい

3木
もく

曜
よう

日
び

13:00～17:00（日
に

本
ほん

語
ご

、英
えい

語
ご

、ス
す ぺ い ん ご

ペイン語、ポ
ぽ る と が る ご

ルトガル語）

　※予
よ

定
てい

が変
へん

更
こう

になる場
ば

合
あい

があります。

（6） そのほかの連
れん

絡
らく

先
さき

◆新
にい

潟
がた

県
けん

の公
こう

立
りつ

小
しょう

・中
ちゅう

学
がっ

校
こう

に関
かん

することは、各
かく

市
し

町
ちょう

村
そん

教
きょう

育
いく

委
い

員
いん

会
かい

に直
ちょく

接
せつ

聞
き

いてください。

◆県
けん

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

に関
かん

すること

　新
にい

潟
がた

県
けん

教
きょう

育
いく

庁
ちょう

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

課
か

　Niigata Prefecture Bureau of Education, High School Education Division

　TEL：025-280-5611　FAX：025-285-7998

◆私
し

立
りつ

高
こう

等
とう

学
がっ

校
こう

に関
かん

することは、各
かく

学
がっ

校
こう

に直
ちょく

接
せつ

聞
き

いてください。

◆日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

の情
じょう

報
ほう

などは地
ち

域
いき

の国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

に聞
き

いてみましょう。

　●（公
こう

財
ざい

）新
にい

潟
がた

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

　　Niigata City International. Exchange Foundation

　　TEL：025-225-2727

　●（公
こう

財
ざい

）柏
かしわ

崎
ざき

地
ち

域
いき

国
こく

際
さい

化
か

協
きょう

会
かい

　　Kashiwazaki Area International Association

　　TEL：0257-32-1477

　●長
なが

岡
おか

市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

セ
せ ん た ー

ンター「地
ち

球
きゅう

広
ひろ

場
ば

」

　　Nagaoka International. Affairs Center’s “Chikyu Hiroba”

　   TEL：0258-39-2714

　●（公
こう

社
しゃ

）上
じょう

越
えつ

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

　　Joetsu International Network 

　　TEL：025-527-3615

Face book

1817
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